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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月10日(2011.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音響波を生成するステップおよび導波管（１８）を通して音響波をガラス溶融物（１２
）中に結合させるステップを含むガラス溶融物の混合方法であって、前記音響波が前記ガ
ラス溶融物に対して前記ガラス溶融物中に音響流を生成するのに充分な音響出力を付与す
ることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ガラス溶融物内に結合された前記音響出力が少なくとも約５Ｗであることを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記音響波の周波数が約２０ＫＨｚ～４０ＫＨｚの間にあることを特徴とする請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガラス溶融物が、耐火金属容器（１４）に格納されていることを特徴とする請求項
１から３いずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記導波管が、前記耐火金属容器の表面上でネジ込み式取付け部品（３２、３４）に対
し物理的に結合されていることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ガラス溶融物に前記音響波を結合するステップに、前記ガラス溶融物と前記導波管
を接触させるステップが含まれることを特徴とする請求項１から４いずれか１項に記載の
方法。
【請求項７】
　前記音響波が定在波であることを特徴とする請求項１から６いずれか１項に記載の方法
。
【請求項８】
　容器（１４）内のガラス溶融物に対し音響エネルギーを付与するための装置であって、
音響波を生成するためのトランスデューサ（１６）および前記トランスデューサおよび前
記ガラス溶融物に対し音響的に結合された導波管（１８）を備え、前記導波管（１８）が
、前記音響波の周波数で前記導波管内において定在波を作り出しかつ前記ガラス溶融物（
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１２）中に音響流を生成するように構成されることを特徴とする装置。
【請求項９】
　前記導波管（１８）が前記容器（１４）に対して物理的に結合されていることを特徴と
する請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記音響波の周波数が２０ＫＨｚ～４０ＫＨｚの間にあることを特徴とする請求項８ま
たは９に記載の装置。
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